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特　集

◀ 受賞したオリジナル品種のバラ
「シルクロード」

杉戸の花がまちを彩る

杉戸町で代々続く農家の 19 代目です。日本の高温
多湿な気候でも美しく育つ新品種の開発に挑んでいま

す。年間 10 万粒を超える交配を重ね、完成まで 5 ～ 10 年をかけて新しい品
種を生み出しています。
独自ブランド「ロサ オリエンティス」は国内外で高い評
価を受け、パリ新品種国際コンクールでは日本人初の芳香
賞を受賞することができました。芳香賞は香りだけではな
く花姿、耐病性、散り際の美しさまで全てが審査される金
賞に匹敵する特別な賞です。杉戸町から世界へ、日本のバ
ラの新たな可能性を発信し続けていきます。

バラの家 Rosa Orientis 木
き

村
む ら

卓
た く

功
の り

さん（才羽）

花き産業は景気
に 左 右 さ れ る

ので今はきびしいです。花を好きな人達がいてくれてとて
も助かります。お祝いなどに花を使ってもらえると嬉しい
です。直売の他あぐりの花屋さんで販売をしています。

小林園芸 小
こ

林
ばやし

保
やす

雄
お

さん（宮前）

主な品目： バラ

主な品目： シクラメン、花苗等

花や野菜の苗など 100 品目を栽培しています。夏の酷
暑や、資材高騰で農業は厳しいですが、町の産業振興課
さんが応援してくれたり、ふるさと納税でも苗のセット
を使って頂いたり助かります。
学校や幼稚園の花壇用に苗を買って頂いた際は植えるの
を手伝ったりしています。

菜菜
なな

花花
かか

村村
むらむら

中
なか

村
むら

和
かず

也
や

さん（堤根）

主な品目： シクラメン、花苗、野菜苗等

▶︎ 小林園芸　小林さん

▲︎  菜花村　中村さん親子（右側が和也さん）

▲ 特別製のバラのクリスタル
トロフィーを手にする木村さん

小林園芸
宮前573

日本人初受賞！杉戸町から世界へ

パリ新品種国際コンクールパリ新品種国際コンクール芳芳
ほうほう

香香
こうこう

賞賞
しょうしょう

受賞受賞

都心に一番近い
農のまち

すぎとまちすぎとまち花生産者特集花生産者特集

直売所
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特　集

髙成園オリジナル品種フリージア「ファンタジスタ」
▶︎ �花びらの枚数が多く、

花が大きく多い。

杉戸で代々続く農家で
す。脇役であった花フ

リージアを主役になれる花に変えてきました。全国のフリージア産地を一つにま
とめた全国フリージア生産者協議会の会長を
発足から９年務めています。フリージアの魅
力を最大に引き出す独自栽培手法「ユーロス
タイル」を構築し高く評価されてきました。
季節感を大切にし花本来の魅力を最大限に発
揮できるよう心がけ栽培をしています。
花は心のビタミン剤です。必需品であり、な
くてはならない存在です。年に１度でも地元
で生産された花を大切な方への贈り物や家
庭の中心に飾ってもらえたら嬉しいです。

髙成園 髙
たか

館
だち

雅
まさ

実
み

さん（茨島）

主な品目： フリージア、芍
しゃく

薬
やく

、ひまわり等

町へは杉戸の花の PR を期待しま
す。いちごの栽培もはじめました。
県からあまりんの高糖度の認定証
も頂きました。これからもっと綺
麗な花を作っていきたいです。

今野園芸

今
こん

野
の

貴
たか

浩
ひろ

さん（内田）

主な品目：
 マリーゴールド、ペチュニア、

野菜苗、いちご等

▲︎  杉戸町の花  菊

▼︎  今野さんのペンタス

バラの家
才羽2096

髙成園
茨島946

菜花村
堤根1876

折原さん
本郷1539

40 年ほど栽培しています。いまは生産農家が少なく
なってしまいましたが、杉戸町の町花である菊の栽培
もしています。あぐりの花屋さんで販売しています。

大
おお

島
しま

建
けん

一
いち

さん（大島）

主な品目： ストック、菊、スターチス等

ユリの切り花をメインに生産しています。12
年ほど技術を磨いてきましたが、まだまだ分

からないことだらけです。年に１回の生産なので試行錯誤をするのも難しいです。花は１本１本品質を
確かめ箱に詰め市場出荷しています。直売もしています。野菜はアグリパークで販売しています。
今後はメロンやトマトなどの野菜も増やしていきたいです。

折
おり

原
はら

寿
とし

治
はる

さん（本郷）

主な品目： ユリ、メロン、トマト等

日本のフリージア日本のフリージアのの
概念が変わった！概念が変わった！

６月にココティすぎとにて杉戸花木部会に
よる夏の花展覧会が開催されました。

杉戸町の花生産者が直接即売会をするなど賑わいました。
夏と冬、年に２回開催されます。

大
お お い ず み し づ こ

泉志津子さん（杉戸）購入者のこえ

夏の花展覧会

花が好きで遠くまで見にいくこともあります。めずらし
い花があると嬉しいです。生花を買ってアレンジしたり
しています。部屋の中に花があると癒されます。

直売所

直売所

直売所

直売所



こんなことが
決まりました。

　令和 8 年 6 月定例会では、工事請負契約・条例改正・補正予算等 10 議案を審議し、全議案が承認・
可決されました。町内中学校 2 校分の避難所における備品購入・農業従事者に対する農業用機械への補
助追加・杉戸町環境センターの各種部品購入や大規模改修工事（空調設備）の契約締結など審議されま
した。また、杉戸町立西小学校と杉戸町立高野台小学校の統合に対しても、引き続き審議が行われました。

Pick up議 案
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条例等

工事請負契約・条例改正など Pick up
　筆

ひっ

界
かい

未
み

定
てい

地
ち

が判明。筆界未定地
を解消しなければ計画中の道路を
つくることはできません。一度に
解消することは難しく、解消には、
かなりの時間を要することが想定
されます。

町への影響額と減収分の補
填は。
約 700 万円の減収です。減
収分全額は地方特例交付金
で補填される予定です。

Q

A

物価高騰の影響で工事費が
増額となった際、工事請負
契約を変更することはある
のか。
各種急激な物価高騰に対し
て変更がみられる基準があ
り、それに合致した請求が
あれば、場合によっては、
変更契約をしなければなら
ないこともあります。

Q

A

令和 8 年 4 月末、町内で在
留カードを所持している人
数は。その内、特定在留カー
ドに移行する人数をどの程
度見込んでいるか。
在留カードの所持者 952 名、
特別永住証明書の所持者 11
名、対象者は計 963 名です。
人数を見込むことは困難で
すが、少数であると考えて
います。

Q

A

特定在留カード・特定特別
永住証明書を用いて、コン
ビニ等の自動交付機で印鑑
登録証明書の発行が可能に

杉戸町環境セン
ター内の事務室
及び電気室等の
空調設備工事

軽自動車税環境性能割の
廃止等

「CO₂ の削減、地球温暖化対策に逆行
することになりかねない」という反
対討論がありました。

　杉戸町は人情があり、温かい町だと思います。家の中にいるよりも、外に出て、誰かとコミュ
ニケーションを図ることが楽しいです。苦労も多いですが幸せで、思いやりや感謝に支えられ、
色んな人に出会えて嬉しいです。他の人のために何かしてあげることが、巡りめぐって自分
に返ってくることを感じています。杉戸町が活気あり、夢と希望あふれる町になってほしい
です。

すぎとの「ここ」が好き 武
たけ

井
い

久
ひ さ

子
こ

さんにインタビュー

高野台さくら祭り：すぎたろうとはじめて写真を撮り、思い出に残っています。▶︎
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条　例

西小学校と高野台小学校の統合決まる
新校の名称は「杉戸みらい小学校」 Pick up

約 70 名が参加した事業説明会

　３月定例会から継続審査となっていた 「杉戸町学校の設置条例の一部を改正する条例」は、
教育厚生常任委員会での閉会中審査（賛成多数で可決）を経て、本会議で可決されました。採
決は特別多数議決＊により、議長を含め出席議員 15 名全員の記名投票で行われ、12 名の賛成、
３名の反対でした。 ＊�特別多数議決とは特別の案件にあっては特別多数（３分の２以上等それぞれ定

められた数以上）の賛成で可決されるものです。

　

３
月
定
例
会
で
は
統
合
に
至
る
今
ま
で

の
過
程
を
問
題
視
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
住
民
説
明
会
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
全
員
が
賛
成
で
き
な
い
こ
と
と

は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
住

民
や
議
会
へ
説
明
を
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
し
、
今
後
の
確
認
も
で

き
ま
し
た
。

　

丁
寧
に
説
明
を
続
け
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
よ
り
よ
い
学
校
が
で
き
る
こ
と
を

祈
念
し
、
賛
成
し
ま
す
。

説
明
を
か
さ

ね
、
賛
成
へ

　

創　

新�

大
橋
芳
久
議
員

　

通
学
路
の
安
全
確
保
、
地
域
の
見
守
り

体
制
の
強
化
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

通
え
る
環
境
整
備
。
私
た
ち
大
人
に
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
過
去
に
戻
る
議
論
で

は
な
く
、
未
来
を
ど
う
創
る
か
の
議
論
。

　

令
和
10
年
4
月
、
新
し
い
学
校
に
通
う

子
ど
も
た
ち
が
、「
こ
の
学
校
で
よ
か
っ

た
」
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
よ
う
に
。

　
そ
の
環
境
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
む

決
意
を
申
し
上
げ
、
本
議
案
に
賛
成
し
ま

す
。

す
べ
て
は
、

子
ど
も
た
ち

の
未
来
の
た

め
に

　

政
（
ま
つ
り
）�

冨
澤
義
之
議
員

　

町
は
校
舎
の
修
繕
も
先
送
り
し
、
子
ど

も
た
ち
を
大
切
に
し
て
い
な
い
。
西
小
、

高
小
の
児
童
数
は
統
廃
合
す
る
ほ
ど
減
っ

て
い
な
い
。
統
廃
合
す
れ
ば
教
員
数
は
30

人
か
ら
22
人
へ
と
減
り
、
ゆ
と
り
あ
る
教

育
が
後
退
す
る
。
通
学
時
間
に
し
て
10
分

以
上
延
び
る
児
童
が
一
定
数
生
じ
て
し
ま

う
。
地
域
住
民
と
の
合
意
形
成
が
不
十
分

で
あ
る
。
西
地
区
の
中
心
に
位
置
し
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
で
あ
る
西
小
は
残

す
べ
き
で
あ
り
、
両
校
の
存
続
を
求
め
る
。

両
校
の
存
続

を
求
め
、
反

対
し
ま
す
。

　

日
本
共
産
党�

北
出
惠
造
議
員

　

議
案
第
16
号
に
賛
成
し
ま
す
。
説
明
会

や
運
動
会
を
通
じ
、
１
ク
ラ
ス
の
人
数
が

少
な
く
リ
レ
ー
も
で
き
な
い
切
実
な
現
状

や
、
統
合
を
心
待
ち
に
す
る
子
ど
も
の
姿

を
実
感
し
ま
し
た
。
校
名
決
定
の
プ
ロ
セ

ス
に
疑
問
の
声
は
あ
り
ま
す
が
、
住
民
の

間
で
は
何
よ
り
子
ど
も
の
未
来
と
教
育
環

境
の
充
実
を
最
優
先
す
べ
き
と
の
思
い
が

共
有
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
10
年
４
月
開

校
へ
向
け
前
進
す
べ
き
で
す
。

子
ど
も
の
未

来
と
教
育
環

境
の
充
実
を

最
優
先

　

公
明
党�

伊
藤
美
佐
子
議
員

　

令
和
8
年
3
月
定
例
会
に
お
い
て
、
学

校
統
合
は
や
む
を
得
な
い
と
し
て
も
、
最

大
限
の
合
意
形
成
を
図
る
べ
き
と
指
摘
し

ま
し
た
。
議
会
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な

り
、
真
摯
に
ご
尽
力
し
て
下
さ
っ
た
こ
と

を
評
価
い
た
し
ま
す
。
事
業
説
明
会
の
内

容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
、

通
学
路
等
の
ご
意
見
に
は
「
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
何
が
大
切
か
」
を
主
軸
に
議
論

を
重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
要
望
し

て
、
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
何

が
大
切
か
を

主
軸
に

　

無
会
派�

久
松
祐
樹
議
員

令和10年4月から

賛 成

賛 成

反 対賛 成

賛 成
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補正予算

避難所開設・運営訓練等業務委託
� 274 万 2 千円
防災倉庫（杉中・南中）
� 531 万 7 千円
ポータブル電源・発電機、自動ラップ式トイレ
� 1494 万 6 千円

新規就農総合支援事業費補助金
� 262 万 5 千円
地域農業構造転換支援事業補助金
� 630 万 1 千円

用地測量・分筆業務委託料
� 309 万 8 千円
建設工事設計業務委託料
� 1490 万 3 千円
地質調査業務委託料
� 12 万 8 千円

3208万円

892万6千円

1812万9千円

国からのお金1604万円
町のお金1604万円

県からのお金
892万6千円

地方債　1340万円
町のお金472万9千円

防　災

農　業

6月30日臨時会

子育て

補正予算とは？
町の予算の「年度途中の見直し」です。国や県
の補助制度を活⽤して新たな事業を⾏う場合や、
急に必要となった対応、事業費の増減などに合
わせて、予算を変更することです。

避難所の生活環境の改善と、避難所開設・運営
体制の強化を目指します。

小学校の統合に伴う放課後児童クラブ統合整備事業に係る内容です。
（西・西第 2・高野台）

県補助金を活用し、新規就農者の経営安定を支
援するとともに、規模拡大に取り組む農家・農
業法人の機械導入を後押しします。

一般会計
補正予算

〜主な内容〜

Pick up 33
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※太字の項目に関わる記事を掲載しています。

野
の

口
ぐち

俊
とし

彦
ひこ

議員� ������ P ８

１. ��西幼稚園の今後は

２．窪田町長２期目のビジョンとは何か

宮
みや

田
た

雄
ゆう

一
いち

議員� ������ P10

1.� �町長公約の進捗と４年間の町政運営の
総括は

栗
くり

原
はら

偉
たけ

憲
のり

議員� ������ P14

1. �町長１期目のまちづくりに関しての成果
を問う

冨
とみ

澤
ざわ

義
よし

之
ゆき

議員� ������ P11

1. �学校統合後の跡地利用は

2. ��こどもたちの居場所づくりは

原
はら

田
だ

壽
す

々
ず

子
こ

議員� ����� P12
1. �公教育が担う役割とは
2. ��シルバー人材センターに対する町の考え

方は

北
きた

出
で

惠
けい

造
ぞう

議員� ������ P13

1. �西小学校・高野台小学校の統廃合反対～
発想転換、両校存続を

２. �住宅リフォーム助成制度の拡充を

市
いち

毛
げ

大
だい

助
すけ

議員� ������ P13

１. ��ふるさと納税の更なる増収策は

２. �旧商工会館敷地の土地処分方法は適正
だったのか

太
おお

田
た

康
やす

之
ゆき

議員� ������ P11

1. �杉戸町役場内におけるハラスメント防止
条例の制定が必要では

江
え

口
ぐち

栄
えい

子
こ

議員� ������ P10

1. �当町の平和事業の推進は

２. �待機児・保留児の解消を

3. �一刻も早く、交通弱者の救済を

大
おお

橋
はし

芳
よし

久
ひさ

議員� ������ P12

1. �窪田町長の４年間とは

久
ひさ

松
まつ

祐
ゆう

樹
き

議員� ������ P ９

1. �管理不全の空き家への対応は

2. ��よりよい教育環境の整備を

3. ��人と人の絆の再生を

平
ひら

川
かわ

忠
ただ

良
よし

議員� ������ P ８

１. ��防災対策の進捗は

２. �ペットボトルキャップ回収事業提案の推
進を

伊
い

藤
とう

美
み

佐
さ

子
こ

議員� ����� P ９
１. ��「高次脳機能障害者支援法」施行後の

町の対応は
２. �障がい者のテレワーク雇用の推進は

杉戸町議会 月定例会６
一 般 質 問 町政町政をを問問うう 映 像

配信中

ここが聞きたい



一般質問
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窓
口
で
回
収
後
、
職
員
が
定

期
的
回
送
業
務
と
併
せ
て
回

収
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

届
け
て
い
る
。
社
会
教
育
課

と
し
て
の
見
解
は
。

答　
社
会
教
育
課
長　
回
収

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
で
す
が
、

公
民
館
、
エ
コ
・
ス
ポ
い
ず

み
等
、
今
後
簡
易
的
な
箱
な

ど
を
施
設
内
に
設
置
し
ま
す
。

画
の
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
同
課
長　
ま
ず
は
、
現

状
分
析
と
課
題
整
理
を
行
い
、

再
編
に
向
け
た
具
体
的
な
方

策
を
社
会
情
勢
や
地
域
ニ
ー

ズ
の
変
化
に
も
十
分
配
慮
し

な
が
ら
検
討
を
進
め
、
関
係

機
関
等
と
の
協
議
や
意
見
聴

取
を
経
て
、
今
後
の
方
向
性

を
定
め
な
が
ら
段
階
的
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
令
和
７
年
９
月
議
会
の

一
般
質
問
に
お
い
て
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
10
％
や
１
個
当
た

り
5.7ｇ
の
CO2
削
減
及
び
860
個

（
約
20
円
）
で
１
人
分
の
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
代
の
寄
附
と

な
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ
回
収
事
業
の
提
案
を
行
っ

た
が
、
そ
の
後
の
見
解
は
。

答　
環
境
課
長　
回
収
ボ
ッ

ク
ス
の
設
置
や
回
収
等
費
用

対
効
果
の
面
か
ら
、
難
し
い

と
考
え
ま
す
。

問　
回
収
事
業
を
実
施
し
て

い
る
杉
戸
小
学
校
で
は
、
職

員
室
前
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
、
事
業
者
が
回
収
袋
を

支
給
・
回
収
し
、
後
日
回
収

結
果
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

回
収
ボ
ッ
ク
ス
代
は
か
か
る

も
の
の
、
杉
戸
小
学
校
以
外

の
小
中
７
校
に
お
け
る
回
収

事
業
実
施
を
提
案
す
る
が
、

教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

答　
学
校
教
育
課
長　
CO2
削

減
や
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
と
い

っ
た
環
境
問
題
は
、
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
教
育
的
意
義

の
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
校
長
会
で
丁
寧
に
情

報
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

問　
公
民
館
で
は
回
収
ボ
ッ

ク
ス
は
設
置
し
て
い
な
い
が
、

問　
こ
こ
10
年
間
で
急
激
に

園
児
数
が
減
少
し
て
い
る
が
、

令
和
８
年
度
に
入
園
し
た
園

児
数
及
び
ク
ラ
ス
別
の
園
児

数
と
今
後
の
見
込
み
は
。

答　
子
育
て
支
援
課
長　
入

園
は
、
４
名
で
す
。
ま
た
、

６
月
１
日
現
在
で
３
歳
児
ク

ラ
ス
が
４
名
、
４
歳
児
ク
ラ

ス
が
４
名
、
５
歳
児
ク
ラ
ス

が
８
名
の
合
計
16
名
と
な
り
、

今
後
の
将
来
推
計
に
お
い
て

も
大
幅
な
増
加
は
見
込
め
な

い
状
況
で
す
。

問　
町
立
幼
稚
園
再
編
計
画

や
各
種
計
画
に
基
づ
く
検
討

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
き
た

の
か
。
ま
た
、
計
画
を
見
直

す
考
え
は
。

答　
同
課
長　
平
成
24
年
度

に
幼
稚
園
運
営
審
議
会
に
お

い
て
西
幼
稚
園
は
「
移
転
改

築
」
と
の
答
申
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
移
転
候

補
先
で
あ
っ
た
西
仮
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
利
活
用
に
つ
い
て
の

検
討
結
果
の
影
響
を
受
け
、

移
転
を
見
合
わ
せ
て
お
り
、

加
え
て
、
近
年
の
園
児
数
の

急
激
な
減
少
を
踏
ま
え
る
と
、

改
め
て
計
画
見
直
し
の
必
要

性
が
生
じ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

問　
今
後
に
お
け
る
各
種
計

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
を
再
提
案

公
民
館
等
に
回
収
箱
を
設
置
し
ま
す
一般質問
二次元コード

西
幼
稚
園
の
再
編
の
取
り
組
み
を
急
げ

段
階
的
に
検
討
し
ま
す

一般質問
二次元コード

▲　再編を待つ西幼稚園

▲　早速、各公民館、エコ・スポいずみに回収ボックスを設置

平
ひ ら

川
か わ

忠
た だ

良
よ し

議員

野
の

口
ぐ ち

俊
と し

彦
ひ こ

議員
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施
設
へ
の
配
架
・
固
定
資
産

税
の
納
税
通
知
書
へ
の
啓
発

チ
ラ
シ
同
封
・
相
続
お
し
か

け
講
座
等
を
実
施
し
て
お
り
、

引
き
続
き
、
住
ま
い
の
将
来

を
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

　
既
存
の
空
き
家
に

対
応
し
つ
つ
、
今
後
新
た
な

空
き
家
を
つ
く
ら
な
い
取
り

組
み
強
化
も
要
望
し
ま
す
。

は
高
い
水
準
だ
が
、
雇
用
の

向
上
を
図
る
た
め
、
働
く
環

境
整
備
や
受
入
れ
各
課
へ
の

調
整
は
。

答　
総
務
課
長　
ハ
ー
ド
面

等
の
課
題
を
踏
ま
え
一
律

の
対
応
で
は
な
く
、
各
課
と

緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

職
場
全
体
で
、
体
制
整
備
及

び
支
援
体
制
の
構
築
に
努
め

ま
す
。

問　
当
町
の
空
き
家
は
419
件

と
な
り
、
屋
根
の
剥は

く

落ら
く

等
、

樹
木
や
雑
草
の
繁
茂
に
よ
る

近
隣
住
民
へ
の
悪
影
響
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
所
有
者

だ
け
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な

い
中
、
当
町
の
対
応
は
。

答　
危
機
管
理
課
長　
空
き

家
問
題
を
極
め
て
重
要
な

課
題
と
認
識
し
、
法
改
正
を

踏
ま
え
3
方
針
で
臨
み
ま
す
。

1
点
目
は
相
続
財
産
清
算
人

制
度
の
積
極
活
用
、
2
点
目

は
所
有
者
へ
の
粘
り
強
い
自

主
管
理
の
促
し
、
3
点
目
は

悪
質
事
案
へ
の
「
管
理
不
全

空
家
等
」
の
厳
格
な
認
定
で

す
。

問　
法
改
正
に
よ
り
、
樹
木

の
隣
地
と
の
越
境
部
分
に
つ

い
て
は
切
除
で
き
る
の
か
。

答　
同
課
長　
基
本
は
所
有

者
が
切
除
す
る
こ
と
が
原
則

で
す
が
、
催
告
か
ら
相
当
な

時
間
が
経
過
し
て
も
切
除
さ

れ
な
い
場
合
、
越
境
さ
れ
た

側
の
住
民
が
切
除
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
何

で
も
切
っ
て
い
い
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

対
応
の
仕
方
を
周
知
し
ま
す
。

問　
空
き
家
防
止
策
は
。

答　
同
課
長　
住
ま
い
の
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
公
共

問　
全
国
的
な
推
計
値
を
用

い
れ
ば
、
100
名
か
ら
200
名
程

度
町
内
に
存
在
す
る
と
想
定

さ
れ
る
が
町
の
実
態
は
。

答　
福
祉
課
長　
交
付
者
は

17
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
交

付
を
受
け
て
い
な
い
方
も
多

く
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
医
療
機
関
で
の
リ
ハ
ビ

リ
を
終
え
た
人
へ
の
支
援
体

制
は
。

答　
同
課
長　
「
埼
葛
北
地

区
障
害
者
相
談
支
援
機
関
マ

ッ
プ
」
を
作
成
し
、
研
修
を

行
い
対
応
し
て
い
ま
す
。

問　
当
事
者
参
画
型
「
地
域

生
活
の
攻
略
本
」
と
し
て
マ

ッ
プ
作
成
を
提
案
す
る
が
。

答　
同
課
長　
当
事
者
参
画

型
の
マ
ッ
プ
へ
の
変
換
を
提

案
し
、「
障
が
い
者
の
福
祉

ガ
イ
ド
」
に
支
援
内
容
の
表

記
を
考
え
て
い
ま
す
。

 

障
が
い
者
の
テ
レ
ワ
ー
ク
雇
用

�

の
推
進
は

問　
障
が
い
者
の
法
定
雇
用

推
進
の
為
に
「
障
が
い
者

の
テ
レ
ワ
ー
ク
雇
用
セ
ミ
ナ

ー
」
等
を
開
催
し
、
雇
用
の

向
上
を
図
っ
て
は
。

答　
産
業
振
興
課
長　
福
祉

課
や
関
係
機
関
・
商
工
会
等

と
連
携
を
図
り
検
討
し
ま
す
。

問　
自
治
体
の
法
定
雇
用
率

空
き
家
問
題
へ
の
対
応
は

極
め
て
重
要
な
課
題
と
認
識
し
臨
み
ま
す

高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援
法
で
の
対
応
は

一般質問
二次元コード

課
題
解
決
の
た
め
の
検
討
を
進
め
ま
す
一般質問
二次元コード

▲　県内の支援体制

▲　空き家がご近所の不安になっているかもしれません

伊
い

藤
と う

美
み

佐
さ

子
こ

議員

久
ひ さ

松
ま つ

祐
ゆ う

樹
き

議員
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入
し
て
は
。

答　
高
齢
介
護
課
長　
高
齢

者
向
け
の
タ
ク
シ
ー
助
成
制

度
は
、
外
出
支
援
や
社
会
参

加
の
促
進
に
有
効
な
手
段
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
多
額
の
財
政
負
担
や

巡
回
バ
ス
等
、
既
存
の
公
共

交
通
と
の
関
係
も
あ
る
の
で

慎
重
に
検
討
を
進
め
ま
す
。

て
も
、
具
体
的
な
事
業
名
や

政
策
判
断
は
示
さ
れ
な
か
っ

た
。

　
人
口
減
少
時
代
に
お
い
て
、

決
断
の
先
送
り
は
町
の
選
択

肢
を
狭
め
て
い
く
。
町
長
の

4
年
間
は
、
町
民
か
ら
町
政

を
負
託
さ
れ
た
、「
杉
戸
町

の
未
来
の
た
め
の
4
年
間
」

で
あ
る
。

問　
今
年
度
の
平
和
事
業
は
。

答　
住
民
協
働
課
長　
８
月

に
ジ
ョ
ー
・
オ
ダ
ネ
ル
原
爆

写
真
展
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

問　
来
年
度
は
日
本
被
団
協

な
ど
の
被
爆
者
講
演
や
、
杉

戸
町
の
戦
争
の
記
憶
を
未
来

に
伝
え
る
た
め
、
戦
争
体
験

を
持
つ
本
人
や
遺
族
の
方
の

体
験
談
を
聞
い
て
み
て
は
。

答　
同
課
長　
令
和
９
年
度

以
降
は
、
現
時
点
で
お
答
え

を
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

待
機
児
・
保
留
児
の
解
消
を

問　
杉
戸
第
三
小
学
校
に
は

待
機
児
童
が
10
人
い
る
の
で
、

も
う
一
つ
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
造
れ
な
い
か
。

答　
教
育
総
務
課
長　
令
和

８
年
６
月
１
日
時
点
で
、
既

に
10
名
の
待
機
児
童
が
い
る

現
状
を
考
慮
し
、
子
ど
も
た

ち
が
安
心
・
安
全
に
過
ご
せ

る
居
場
所
の
確
保
は
、
急
務

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

既
存
の
建
物
を
活
用
し
、
な

る
べ
く
早
い
時
期
に
建
物
の

整
備
や
修
繕
を
行
い
、
適
正

な
支
援
員
数
を
確
保
、
配
置

し
受
け
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
一
刻
も
早
く

　

 

交
通
弱
者
の
救
済
を

問　
せ
め
て
、
高
齢
者
に
対

す
る
タ
ク
シ
ー
補
助
券
を
導

問　
公
約
30
事
業
の
進
捗
は
。

答　
町
長　
達
成
は
2
事
業
、

一
部
実
施
ま
た
は
継
続
中
の

事
業
は
28
事
業
で
す
。

問　
人
口
の
奪
い
合
い
で
は

な
く
、
人
口
減
少
を
前
提
と

し
た
町
政
運
営
を
ど
う
考
え

る
の
か
。

答　
町
長　
自
治
体
間
の
政

策
差
が
消
耗
戦
に
つ
な
が

る
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

人
口
減
少
を
少
し
で
も
緩
や

か
に
す
る
こ
と
が
私
の
使
命

で
す
。

問　
町
長
自
身
の
判
断
で
町

政
の
方
向
性
を
変
え
た
も
の

を
一
つ
だ
け
伺
う
。

答　
町
長　
毎
日
1
回
は
判

断
し
て
お
り
、
町
民
の
安
心

安
全
や
暮
ら
し
を
守
っ
て
い

く
こ
と
を
最
優
先
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
町
長
は
公
約
30
事

業
の
う
ち
2
事
業
を
達
成
し

た
と
答
弁
し
た
が
、
い
ず
れ

も
前
町
政
か
ら
の
継
続
事
業

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
人
口
獲

得
競
争
が
消
耗
戦
に
つ
な
が

る
面
を
認
め
な
が
ら
も
、
人

口
減
少
を
前
提
と
し
た
町
政

へ
の
転
換
は
示
さ
れ
な
か
っ

た
。
さ
ら
に
、
町
長
自
身
の

判
断
で
、
町
政
の
方
向
性
を

変
え
た
具
体
例
を
一
つ
求
め

当
町
の
平
和
事
業
の
推
進
は

８
月
に
ジ
ョ
ー・オ
ダ
ネ
ル
原
爆
写
真
展
一般質問
二次元コード

町
長
は
４
年
間
で
、
何
を
残
し
た
の
か

種
を
ま
き
、土
台
を
整
え
た

一般質問
二次元コード

▲　立ち止まる時間はもう残されていない

▲　戦没者慰霊塔（町役場敷地内）

宮
み や

田
た

雄
ゆ う

一
い ち

議員

江
え

口
ぐ ち

栄
え い

子
こ

議員
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一般質問

町
役
場
内
部
や
議
会
も
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
な
い
組
織
で
な

け
れ
ば
説
得
力
を
欠
く
。
職

員
保
護
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
維

持
・
向
上
の
た
め
に
も
「
杉

戸
町
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条

例
」、
並
び
に
「
議
会
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
」
の
制

定
を
提
案
し
ま
す
。

を
一
つ
の
部
署
に
集
約
し
て

取
り
組
め
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
施
設
や
施
策
、
歴

史
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
住
民

一
人
一
人
が
、
自
分
た
ち
の

町
を
自
慢
し
た
く
な
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
私
自
身
も

考
え
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　
埼
玉
県
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
条
例
が
制
定
さ

れ
た
。
杉
戸
町
役
場
の
件
数

と
具
体
例
は
。

答　
総
務
課
長　
正
確
な
件

数
は
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
執
拗
な
要
求
、
居
座
り
、

電
話
に
よ
る
長
時
間
の
拘
束
、

大
声
に
よ
る
暴
言
、
罵
声
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

問　
悪
質
な
行
為
が
刑
法
に

抵
触
す
る
可
能
性
は
。

答　
同
課
長　
謝
罪
や
土
下

座
の
要
求
は
強
要
罪
・
恐
喝

罪
、
物
を
投
げ
た
り
机
を
叩

く
蹴
る
（
体
に
あ
た
ら
な
く

て
も
）
は
暴
行
罪
・
威
力
業

務
妨
害
罪
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
職

員
名
や
写
真
の
無
断
掲
載
は

名
誉
棄
損
罪
・
侮
辱
罪
に
該

当
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

問　
窓
口
に
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
を
提
案
す
る
が
効
果
は
。

答　
同
課
長　
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
抑
止
、
職
員
の
安
全
確
保
、

職
場
環
境
の
改
善
に
効
果
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

問　
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　
同
課
長　
重
要
な
課
題

の
た
め
、
方
針
の
明
確
化
や

周
知
啓
発
に
つ
い
て
の
検
討

を
進
め
ま
す
。

　
町
民
に
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
禁
止
を
求
め
る
以
上
、

問　
提
案
と
い
う
形
で
町
営

の
体
育
館
は
。

答　
社
会
教
育
課
長　
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
充
実
は
、
世
代

を
超
え
た
親
し
み
や
交
流
が

生
ま
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
形
成
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
は
。

答　
同
課
長　
長
期
的
に
は
、

コ
ス
ト
カ
ッ
ト
に
つ
な
が
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
初
期
投

資
に
多
額
な
費
用
が
必
要
と

な
る
の
で
、
ご
理
解
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

問　
熊
谷
市
の
く
ま
キ
ッ
ズ

の
よ
う
な
子
育
て
施
設
は
。

答　
子
育
て
支
援
課
長　
実

情
に
見
合
っ
た
効
果
的
な
子

育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て
研

究
検
討
を
進
め
、
子
育
て
世

帯
が
安
心
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問　
複
数
の
重
要
課
題
が
同

時
に
生
じ
る
の
に
、
解
決
策

を
検
討
し
な
い
の
か
。
西
地

区
全
体
を
、
大
き
な
ビ
ジ
ョ

ン
と
し
て
計
画
を
立
て
て
も

ら
え
れ
ば
、
課
を
ま
た
ぐ
案

件
に
つ
い
て
も
、
円
滑
に
推

進
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
総
務
課
長　
新
た
な
担

当
部
署
を
設
置
す
る
こ
と
は
、

複
数
の
課
に
ま
た
が
る
課
題

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
組
織
へ
の
取
り
組
み
は

重
要
課
題
と
認
識
し
検
討
を
進
め
ま
す
一般質問
二次元コード

学
校
統
合
後
の
跡
地
利
用
は

活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
が
必
要

▲　ハラスメントの例

一般質問
二次元コード

▲　未来を見据えた地域計画を

冨
と み

澤
ざ わ

義
よ し

之
ゆ き

議員

太
お お

田
た

康
や す

之
ゆ き

議員
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問　
町
長
選
で
掲
げ
た
４
つ

の
公
約
と
、
９
つ
の
課
題
は

達
成
さ
れ
た
の
か
。

答　
町
長　
方
向
性
と
し
て

は
、
事
業
ご
と
に
そ
の
方
向

性
に
向
か
っ
て
進
め
て
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　
４
年
経
っ
て
、
ま
だ
先

が
見
え
な
い
の
は
お
か
し
い

の
で
は
。

答　
町
長　
長
期
的
な
時
間

も
か
か
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

な
る
べ
く
早
く
や
り
と
げ
る

よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

問　
今
度
の
町
長
選
挙
で
同

じ
公
約
を
掲
げ
る
と
さ
れ
て

い
る
が
、
仮
に
当
選
す
る
と

な
っ
た
ら
次
の
４
年
で
達
成

さ
れ
る
の
か
。

答　
町
長　
何
年
と
は
答
え

か
ね
ま
す
が
、
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問　
ほ
ぼ
達
成
で
き
な
か
っ

変
え
る
こ
と
で
、
教
育
の
負

担
軽
減
と
こ
ど
も
た
ち
の
受

け
皿
を
確
保
し
ま
す
。

問　
公
教
育
が
最
終
的
に
育

て
る
も
の
と
は
。

答　
教
育
長　
豊
か
な
学
び

と
成
長
機
会
を
保
障
し
な
が

ら
、
前
例
の
な
い
課
題
に
自

ら
考
え
主
体
的
に
判
断
し
最

適
解
を
導
き
出
す
力
の
育
成

で
す
。

問　
県
が
示
し
た
い
じ
め
の

定
義
に
よ
る
認
知
件
数
は
増

加
、
一
方
で
重
大
事
態
は
ゼ

ロ
件
で
あ
る
。
我
慢
し
て
学

校
に
来
て
い
る
場
合
は
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
ず
、
限
定
的
な
評

価
で
調
査
対
象
と
し
な
い
こ

と
は
体
制
と
し
て
十
分
か
。

答　
学
校
教
育
課
長　
結
果

の
ゼ
ロ
件
に
安
心
せ
ず
、
す

べ
て
の
事
案
に
初
期
段
階
か

ら
伴
走
し
、
早
期
解
決
を
図

る
体
制
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

問　
卒
業
式
に
在
校
生
が
い

な
い
、
運
動
会
の
簡
素
化
等

は
、
地
域
、
学
校
共
同
体
の

一
員
で
あ
る
実
感
を
減
ら
す

行
為
で
は
。

答　
同
課
長　
単
な
る
省
略

で
は
な
く
、
持
続
可
能
な
教

育
活
動
へ
の
転
換
を
進
め
て

い
ま
す
。

問　
地
域
参
加
減
少
の
中
、

部
活
動
で
は
地
域
移
行
を
図

る
と
い
う
。
計
画
の
詳
細
は
。

答　
同
課
長　
休
日
は
原
則

全
て
地
域
展
開
に
向
け
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
年
度
内
に
策

定
し
ま
す
。

問　
あ
ま
り
現
実
的
で
は
な

い
の
で
は
。

答　
同
課
長　
既
存
の
部
活

動
を
維
持
す
る
の
で
は
な
く
、

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
と
姿
を

ふ
る
さ
と
納
税
、
歳
出
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
４
年
経
っ
て
も
公

約
の
達
成
は
お
ろ
か
、
道
筋

さ
え
も
見
え
て
い
な
い
。
し

か
も
、
そ
の
た
め
の
予
算
の

あ
て
さ
え
も
な
い
。
こ
の
状

態
、
い
か
な
る
も
の
だ
ろ
う

か
。

た
の
だ
か
ら
責
任
を
取
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　
町
長　
な
る
べ
く
早
く

事
業
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

が
、
責
任
の
取
り
方
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

問　
事
業
を
達
成
す
る
の
に

莫
大
な
予
算
が
か
か
る
わ
け

だ
が
、
ど
の
よ
う
に
工
面
す

る
の
か
。

答　
町
長　
補
助
金
の
獲
得
、

公
約
が
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
責
任
は

早
く
達
成
さ
せ
る
こ
と
が
責
任
で
す
一般質問
二次元コード

公
教
育
は
何
を
目
指
す
の
か

豊
か
な
学
び
と
成
長
機
会
を
等
し
く
保
障
一般質問
二次元コード

▲　すべての判断は一体誰のもの？

▲　窪田町長４つの公約

原
は ら

田
だ

壽
す

々
ず

子
こ

議員

大
お お

橋
は し

芳
よ し

久
ひ さ

議員

【医療】
中核病院を

東武動物公園駅
周辺に誘致

医療過疎を解消して
町民の安心を担保

【教育】
小中学校の

給食費を段階的に
無償化

安心して学校生活が
送れるように支援

【道路】
下野久喜線、

東武動物公園駅東口通り線
早期実現

農道整備に地方創生の
枠組みを活用

【農業】
杉農という強みを

地域の活力に
埼玉東部に誘致される
大学農学部等と連携

杉戸町の新しい未来に向けて
4 つの優先政策を強力に推進
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い
う
結
果
と
し
て
、
５
月
16

日
に
事
業
説
明
会
を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
拡
充

問　
制
度
拡
充
の
検
討
は
。

答　
建
築
課
長　
本
制
度
は

住
環
境
の
改
善
、
定
住
促
進
、

空
き
家
発
生
抑
止
の
効
果
も

期
待
さ
れ
ま
す
。
制
度
拡
充

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

の
早
期
完
成
に
不
可
欠
で
あ

っ
た
た
め
、
適
正
価
格
で
の

売
却
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
議
決
は
必
要
な
い
の
か
。

答　
同
室
長　
１
件
５
千
㎡

以
上
の
財
産
が
議
会
の
議
決

対
象
で
、
本
件
は
約
463
㎡
の

た
め
、
議
決
は
必
要
な
く
、

町
の
対
応
は
適
切
と
判
断
し

て
い
ま
す
。

問　
西
地
区
の
児
童
数
は
統

合
せ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
の

減
少
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

こ
の
統
廃
合
に
よ
り
、
１
学

級
の
児
童
数
は
増
え
、
教
員

数
は
減
っ
て
し
ま
う
。
通
学

距
離
に
つ
い
て
も
500
ｍ
（
通

学
時
間
に
し
て
10
分
）
も
延

び
て
し
ま
う
児
童
が
多
数
出

る
。
西
地
区
の
地
理
的
な
中

心
は
西
小
の
位
置
で
あ
る
。

地
域
住
民
の
合
意
に
向
け
た

議
論
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。

答　
学
校
教
育
課
長　
統
合

し
た
場
合
、
単
純
に
学
校
全

体
の
児
童
数
を
教
員
数
で
除

し
た
数
値
は
上
昇
し
ま
す
が
、

学
年
を
複
数
担
任
で
担
う
こ

と
に
よ
る
教
員
の
組
織
力
の

向
上
と
負
担
軽
減
に
よ
り
、

逆
行
し
な
い
と
考
え
ま
す
。

答　
教
育
総
務
課
長　
新
校

は
、
ハ
ー
ド
面
で
は
大
規
模

改
造
工
事
に
よ
り
長
寿
命
化

で
向
こ
う
50
年
間
活
用
可
能

と
な
り
、
ソ
フ
ト
面
で
は
児

童
数
推
計
と
教
育
環
境
面
を

基
に
し
た
現
時
点
で
の
最
適

解
で
す
。
ま
た
、
統
合
案
に

至
る
プ
ロ
セ
ス
や
住
民
合
意

に
つ
い
て
は
、
真
摯
な
振
り

返
り
と
誠
実
な
対
応
を
し
っ

か
り
や
ら
せ
て
い
た
だ
く
と

問　
土
地
価
格
の
算
定
方
法

や
売
却
価
格
は
。

答　
市
街
地
整
備
推
進
室
長

　
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
価

格
算
定
を
行
い
、
２
千
737
万

６
千
893
円
で
売
却
し
ま
し
た
。

問　
複
数
の
不
動
産
鑑
定
士

に
よ
ら
な
か
っ
た
理
由
は
。

答　
同
室
長　
法
定
基
準
に

基
づ
き
評
価
を
実
施
し
、
高

い
信
頼
性
が
確
保
さ
れ
る
た

め
、
規
模
や
性
質
に
鑑
み
、

１
者
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

問　
１
者
で
は
偏
っ
て
公
平

な
評
価
が
で
き
な
い
の
で
は
。

答　
同
室
長　
複
数
で
も
似

た
よ
う
な
価
格
に
な
る
こ

と
か
ら
、
１
者
で
あ
っ
て
も

法
定
基
準
に
基
づ
き
評
価
し
、

信
頼
性
が
高
い
と
考
え
ま
す
。

問　
土
地
の
処
分
は
、
町
有

財
産
活
用
検
討
委
員
会
で
活

用
方
法
を
検
討
し
た
の
か
。

答　
同
室
長　
令
和
７
年
３

月
の
同
委
員
会
に
お
い
て
、

東
口
通
り
線
事
業
の
代
替
地

と
し
て
の
活
用
を
提
案
し
、

方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

問　
入
札
等
に
よ
り
売
却
額

を
高
く
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答　
同
室
長　
入
札
に
よ
る

売
却
は
活
用
目
的
が
な
い
場

合
に
限
ら
れ
、
本
件
は
代
替

地
と
し
て
東
口
通
り
線
事
業

西
小
・
高
小
の
統
廃
合
反
対
、存
続
を

統
合
は
現
時
点
で
の
最
適
解
で
す
一般質問
二次元コード

旧
商
工
会
館
跡
地
の
処
分
は
適
正
か

町
の
対
応
は
適
切
と
判
断
し
て
い
ま
す
一般質問
二次元コード

▲　雨の通学、気をつけてね

▲　処分方法の検証を望む（写真は旧商工会館）

市
い ち

毛
げ

大
だ い

助
す け

議員

北
き た

出
で

惠
け い

造
ぞ う

議員

一般質問
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一般質問・政務活動費収支報告

問　
下
野
久
喜
線
に
つ
い
て
、

筆ひ
っ

界か
い

未み

定て
い

地ち

が
判
明
し
、
完

成
時
期
や
必
要
な
予
算
、
今

後
の
工
程
が
示
さ
れ
て
い
な

い
。
久
喜
市
長
と
の
協
議
を

進
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、
具

体
的
に
何
を
協
議
し
て
い
く

の
か
。

　
ま
た
、
筆
界
未
定
地
の
解

決
時
期
や
今
後
の
見
通
し
は
。

答　
町
長　
久
喜
市
側
で
は
、

事
業
用
地
の
取
得
が
済
み
次

第
、
橋
梁
整
備
の
協
議
を
進

め
た
い
と
の
意
向
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
杉
戸
町
側

で
は
筆
界
未
定
地
の
課
題
が

判
明
し
て
い
る
も
の
の
、
既

存
道
路
を
活
用
し
た
整
備
の

可
能
性
も
含
め
、
久
喜
市
の

動
向
を
見
な
が
ら
検
討
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。
筆
界

未
定
地
の
調
査
や
測
量
に
つ

い
て
は
、
必
要
な
予
算
措
置

分
な
説
明
が
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
課
題
や
工
程
を
早

い
段
階
で
共
有
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

答　
町
長　
下
野
久
喜
線
は

杉
戸
町
に
と
っ
て
重
要
な
道

路
で
あ
り
、
課
題
解
決
に
向

け
て
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
考
え
で
す
。

を
検
討
し
、
適
切
な
時
期
に

議
会
へ
提
案
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　
下
野
久
喜
線
そ
の
も
の

に
反
対
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
重
要
な
の
は
、
公
約

の
進
捗
や
課
題
を
町
民
に
分

か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と

で
あ
る
。
筆
界
未
定
地
の
問

題
が
判
明
し
た
後
も
、
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
十

▲　今のままでは永遠に何も変わらない景色です

下
野
久
喜
線
の
久
喜
市
と
の
協
議
は

久
喜
市
は
、買
収
後
、橋
工
事
を
検
討
一般質問
二次元コード

栗
く り

原
は ら

偉
た け

憲
の り

議員

　議会活動の向上に役立てるため、１人月額１万円の政務活動費を交付しており、交付を受けた
会派または議員は、収支報告書を作成することが定められています。また、調査・研修を行った
場合は、政務活動結果報告書を作成し、議長に提出しています。
　詳細については、収支報告書、領収書および政務活動結果報告書を町議会ホームページに掲載
していますので、ご覧下さい。

政務活動費収支報告令和７年度

政務活動費
収支報告
二次元コード

収支一覧（単位：円）

政
5 人→ 4 人

創新
3 人→ 2 人

日本共産党
3 人→２人

公明党
1 人→２人

無会派
久松祐樹

無会派
栗原偉憲

無会派
上田　聡

10 ～ 3 月

無会派
宮田雄一
1 ～３月

無会派
太田康之
1 ～ 3 月

交付決定額 560,000 320,000 290,000 180,000 120,000 120,000 60,000 30,000 30,000 
支　出　額 9,528 4,148 190,570 105,680 60,248 115,500 0 0 0 
残　　　高 550,472 315,852 99,430 74,320 59,752 4,500 60,000 30,000 30,000 

会派または個人 支出科目 支出内容調査研究費 研修費 会議費 資料作成費 資料購入費 広報費
政 － － － － 9,528 書籍代

創新 － 4,148 － － － － 【研修】4/23

日本共産党 － 71,284 － 6,140 7,832 105,314
【研修】5/7 ～ 8�  
書籍代・会派紙印刷代等�  

公明党 105,680 － － － － － 【研修】1/29 ～ 30�  
愛知県豊田市・岡崎市

久松祐樹 40,948 － － － 19,300 －
【視察】10/30 ～ 31 大阪府大阪市・�  
和歌山県有田市・兵庫県神戸市�  
書籍代

栗原偉憲 － － － － － 115,500 議会活動紙印刷代

支出内訳一覧（単位：円）

公 開
します
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議案賛否

６月定例会　審議議案と各議員の賛否
政

（まつり）

創
　 

新

共
産
党

日
　
本

公
明
党

無
会
派

野
口
　
俊
彦

濵
田
　
章
一

冨
澤
　
義
之

市
毛
　
大
助

原
田
壽
々
子

大
橋
　
芳
久

北
出
　
惠
造

江
口
　
栄
子

平
川
　
忠
良

伊
藤
美
佐
子

宮
田
　
雄
一

栗
原
　
偉
憲

久
松
　
祐
樹

太
田
　
康
之

上
田
　
　
聡

令
和
８
年　
第
４
回　
定
例
会

町
長
提
出
議
案

第16号 杉戸町学校の設置条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

第28号 専決処分の承認を求めることについて�  
（杉戸町税条例の一部を改正する条例） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

第29号 専決処分の承認を求めることについて（杉戸町国民
健康保険税条例等の一部を改正する条例） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

第30号 財産の取得について（焼却設備点検整備業務委託用
部品〔共通系〕） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

第31号 工事請負契約の締結について（杉戸町環境センター
大規模改修工事〔空調設備〕） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

第32号 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部
を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

第33号 杉戸町印鑑条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -
第34号 令和８年度杉戸町一般会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

第35号 令 和 ８ 年 度 杉 戸 町 介 護 保 険 特 別 会 計 補 正 予 算 
（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

第36号 工事請負契約の変更契約の締結について（旧杉戸町
立東中学校プール等解体工事） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

第
５
回 

臨
時
会

第37号 令和８年度杉戸町一般会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

会 派 名

議員氏名
議案名

６月定例会
傍聴者数

○…賛成　×…反対
※�議長は表決に参加しないため、「-」となっておりますが、第 16 号においては特別多数議決のため議長も採決に加わりました。

　当町議会では、①議員のなり手不足問題、②平成10年以降続いている報酬据置、③議員活動の質の変化と負担増、
という3つの視点から議員報酬の見直しを決定し、慎重に検討を重ねてまいりました。
　検討にあたっては、近隣自治体との単純な比較にとどまらず、全議員を対象とした「活動量調査」を実施いたしました。
その結果得られた平均的な活動時間（本会議・委員会の出席、調査研究、住民相談など）をベースに、「原価方式（※）」
を用いて検討を行いました。
　今後は、第三者の視点から客観的な審査を行っていただくため、住民代表や有識者等で構成される「特別職報酬等審
議会」の設置および開催を町長へ要請いたしました。
※「原価方式」＝議員の活動量を首長の活動量と比較して算出する方式。

杉戸町議会議員の
現在の報酬月額
議員� 235,000円
委員長� 242,000円
副議長� 255,000円
議長� 320,000円
町長（参考）� 783,000円

特別職報酬等審議会の開催を要請しました

９月定例会は、
８月27日（木）

開会予定です。

（本会議）

６
月

２日 0人
５日 19人
８日 4人
９日 25人
12日 2人

（臨時会）
６
月 30日 1人

<報酬額が決まるまでの流れ＞

町　長

議　会

特別職報酬等
審議会③答申（回答）

④報酬額に関する
条例改正案の提出

①審議会設置
及び開催の要請
（Ｒ8.5.26）

⑤審議・議決
報酬額の
見直し

②諮問（意見を聞く）

客観的な
審査・審議



今
後
の
杉
戸
町
に
必
要
な
も

の
は
何
だ
と
考
え
ま
す
か
？

「
気
軽
に
会
話
や
交
流
が
で
き
る
場
所

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
何
気
な
い
話

が
で
き
る
サ
ー
ク
ル
の
よ
う
な
場
も
い

い
で
す
ね
。
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
や
寂せ

き

寥り
ょ
う

感か
ん

を
打
ち
消
す
よ
う
な
、
そ
ん
な
居
場
所

づ
く
り
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。」

�

若
い
世
代
に
伝
え
た
い
こ
と

は
？

「
目
標
を
持
っ
て
勉
強
を
す
る
こ
と
で

す
。
私
が
一
番
勉
強
し
た
時
期
は
、
学

校
か
ら
帰
宅
し
た
午
後
３
時
か
ら
夜
11

時
ま
で
、
お
や
つ
と
夕
食
の
時
間
以
外

は
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
目
標
が

あ
る
か
ら
こ
そ
努
力
を
続
け
ら
れ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。」

今
の
議
会
に
つ
い
て
感
じ
る

こ
と
は
？

「
今
の
議
員
さ
ん
た
ち
は
、
昔
に
比
べ

て
質
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
若
い
世
代
が
中
心
と
な
っ

て
、
杉
戸
町
を
さ
ら
に
良
い
方
向
へ
引

っ
張
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。」
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第
59号

こ
ん

に
ち

は
 杉

戸
議

会
で

す
第

132 号
　

令
和

8
年

８
月

１
日

発
行

発
行
・
杉
戸
町
議
会
　
編
集
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
　
☎
〇
四
八
〇
�
一
一
一
一

〒
三
四
五
︱
八
五
〇
二
　
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
清
地
二
丁
目
九
番
二
九
号

編
集
後
記

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
『
オ
ー
ル
カ

ラ
ー
』。
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
手
に

取
っ
て
い
た
だ
き
、
町
政
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
内
容
や

構
成
を
工
夫
し
な
が
ら
編
集
し
ま
し
た
。

「
読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
く
、
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ
り
」

を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
の
形
に
と
ら
わ

れ
ず
、
少
し
ず
つ
変
化
を
重
ね
て
い
ま

す
。
議
会
で
何
が
話
し
合
わ
れ
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る

の
か
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。
今
後
も
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
参

考
に
、
よ
り
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
冨
澤
義
之
）

議会だより編集委員会
委　員　長� 平川　忠良
副 委 員 長� 久松　祐樹
委　　　員� 宮田　雄一
� 栗原　偉憲
� 北出　惠造
� 冨澤　義之
� 太田　康之
発行責任者（議長）� 上田　　聡

　

杉
戸
2
丁
目（
本
陣
跡
地
前
交
差
点
）

に
あ
る
「
と
ら
や
薬
局
」
は
、
江
戸
時

代
か
ら
続
く
歴
史
あ
る
屋
号
「
虎
屋
」

を
受
け
継
ぐ
薬
店
で
す
。
杉
戸
を
古
く

か
ら
見
て
き
た
内
山
さ
ん
に
話
を
聞
い

て
み
ま
し
た
。

今
と
昔
の
杉
戸
町
の
違
い

は
？

「
一
番
変
わ
っ
た
の
は
人
だ
と
思
い
ま

す
。
杉
戸
町
は
も
と
も
と
宿
場
町
と
し

て
栄
え
た
歴
史
が
あ
り
、
昔
は
町
民
の

意
識
に
も
そ
う
し
た
誇
り
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
一
方
で
、周
囲
か
ら
『
田
舎
』

と
言
わ
れ
る
こ
と
は
、
昔
も
今
も
変
わ

り
ま
せ
ん
ね
。」

杉
戸
町
は
ど
ん
な
存
在
で
す

か
？

「
杉
戸
町
は
非
常

に
歴
史
の
あ
る
町

で
す
。
私
は
誰
に

も
負
け
な
い
く
ら

い
の
愛
町
精
神
を

持
っ
て
い
ま
す
。

杉
戸
町
に
誇
り
を

持
っ
て
い
ま
す
。」

町
の
歴
史
の
証
人
92
才

内う
ち

山や
ま

宣の
ぶ

世よ

さ
ん

▲当時のイメージをカラーに !!

▲旭日双光章の勲章と勲記

⾒えない課題に
� 向き合う町政
福祉課題に向き合い、見
えにくい障がいへの理解
と支援の必要性を感じた。

再質問が⽣む
� 新たな提案
活発な再質問から、町
への新たな提案につな
がる場だと感じた。

再質問で深まる
� 町政理解
質問と答弁、再質問を
通じて、町の考えや政
策への理解を深めた。

町をつくる⼀員
� としての⾃覚
町民生活に関わる仕事
として、町をつくる⼀
員の⾃覚を新たにした。

町民の意思を
� 背負う仕事
独特の緊張感の中で、
町民の意思を受けた職
員の責任を認識した。

町民の声を
� ⾏政へつなぐ議会
町民の声を行政へ届け、
よりよいまちづくりへつ
なげる重要性を学んだ。

答弁準備に⾒る
� 町政運営
質問への詳細な答弁か
ら、町政運営と事前準
備の大切さを学んだ。

結論までの過程を
� 知る傍聴
結論に至るまでの意⾒
交換を知り、⾏政の透
明性の⼤切さを感じた。

地域発展を支える
� 議会の役割
地域課題の解決や住民
サービス向上に果たす
役割を再認識した。

議会は相互理解を
� 深める場
町の課題や意思決定の
過程を知り、一般質問
の重要性を学んだ。

未来の杉戸を
� 考える真剣な議論
町の将来に向けた真剣
な議論に触れ、杉戸町
への誇りを感じた。

根拠ある説明を
� 業務に活かす
行政運営の仕組みを理解
し、根拠ある分かりやす
い説明の必要性を感じた。

新人職員が見た議会新人職員が見た議会

杉戸町議会
ホームページ

0 0 1 5 4
（2024年〜）

今号は 11人登場
町民登場カウンター


